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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　飛行中の航空機での液体の受け入れ又は放出用の装置であって、
　少なくとも一つの継ぎ手軸（７）を介して少なくとも一つの収集タンク（８）と接続さ
れた少なくとも一つのタンクコンテナ（６）を含む少なくとも２つのタンクモジュール（
２）と、
　前記収集タンク（８）を介して前記タンクモジュール（２）と接続可能であり、開放位
置で液体が前記タンクモジュール（２）から放出される閉鎖要素（９）を含む隔壁モジュ
ール（３）と、
　少なくとも一つの供給ライン（１０）を介して前記タンクモジュール（２）に接続され
た充填モジュール（４）と、
　少なくとも一つの開口部（１４）を備え、航空機から放出される液体を受け入れる受け
入れ要素（１３）を含む巻き取り装置（１１）に配設された注水管（１２）とを有し、
　前記収集タンク（８）は、相互に着脱可能に接続されて前記タンクコンテナ（６）の下
に配置されており、
　前記タンクコンテナ（６）は、前記タンクモジュール（２）及び供給ライン（１０）を
介して相互に接続されており、
　前記タンクモジュール（２）のうち端に位置するタンクモジュール（２）は、当該タン
クモジュール（２）を密封する栓部材を備えている、装置。
【請求項２】
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　受け入れ要素（１３）が少なくとも二重壁（１５、３４）であることを特徴とする請求
項１に記載の装置。
【請求項３】
　受け入れ要素（１３）外壁（１５）の少なくとも一つの開口部（１４）がその開口部が
飛行方向（１６）に面して隆起した切れ目であることを特徴とする請求項１又は２に記載
の装置。
【請求項４】
　充填モジュール（４）か隔壁モジュール（３）が揚水装置を含み、これを用いて受け入
れ要素（１３）外壁（１５）と少なくとも一つの更なる受け入れ要素（１３）内壁間の領
域（１７）で受け入れた液体を、受け入れ要素（１３）内壁（３４）を形成する中央揚水
ライン（１８）と注水管（１２）によりタンクモジュール（２）に注水することを特徴と
する請求項１～３の何れか１項に記載の装置。
【請求項５】
　中央揚水ライン（１８）と開口部（１４）を備えた受け入れ要素（１３）外壁（１５）
間にスペーサ手段（１９）を備えることを特徴とする請求項１～４の何れか１項に記載の
装置。
【請求項６】
　受け入れ要素（１３）が安定化目的で少なくとも一つの羽根を含むことを特徴とする請
求項１～５の何れか１項に記載の装置。
【請求項７】
　受け入れ要素（１３）が受け入れ要素の重り付けする重しを含むことを特徴とする請求
項１～６の何れか１項に記載の装置。
【請求項８】
　充填モジュール（４）に面した隔壁モジュール（３）側部に可動性の放出装置（２０）
を備えることを特徴とする請求項１～７の何れか１項に記載の装置。
【請求項９】
　放出装置（２０）が注水管（１２）と受け入れ要素（１３）それぞれの支え又は位置合
わせの働きをすることを特徴とする請求項１～８の何れか１項に記載の装置。
【請求項１０】
　タンクモジュール、隔壁モジュール及び充填モジュール（２，３，４）のうちの一つ又
は複数が管状枠組み構造（５）に設計されることを特徴とする請求項１～９の何れか１項
に記載の装置。
【請求項１１】
　タンクモジュール（２）が少なくとも一つの通気口（２２）を含むことを特徴とする請
求項１～１０の何れか１項に記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は航空機での液体受け入れ又は放出用装置に関し、特に飛行中に該装置を特別に
航空機に配置することに関する。
【背景技術】
【０００２】
　大量の液体受け入れは、航空機、特に複数の航空機の有用な展開、例えば消防、田畑の
灌漑、施肥や農薬散布、更には徐氷剤散布時での必要条件である。この目的のために可能
な最大量の適切な液体を受け入れるだけでなく、この目的に必要なタンクに複雑な手段に
頼る必要なしに可能な最高速度で充填することが特に望ましい。
【０００２】
　ドイツ特許３９０５１１８A1で消火剤輸送用装置は知られており、例えばチェーン駆動
車両、トラック、ヘリコプターや船舶のような輸送車両に配置できる。そこに開示の装置
は自律的消火システムを表し、在来の輸送手段で火元に輸送できる。この装置は消火剤、
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例えば水を受け入れる少なくとも一つの縦隔壁と一つの横隔壁で分割された複数室を含む
コンテナ構造のタンク、更には消火装置受け入れ用コンテナ端面に隣接した機関室、及び
コンテナ外壁から突き出た複数の閉鎖可能なニップル継ぎ手、更には少なくとも一つの消
火剤の充填回収用開口部からなる。ドイツ特許３９０５１１８Aに開示の装置は輸送車両
により水供給場所に移動し、例えばそこで消火剤吸い上げポンプによりコンテナに充填す
る。次いで受け入れ消火剤を火事現場に輸送し適切な消火装置で再度放出する。ドイツ特
許３９０５１１８Aで分かるこの装置の特定な不都合は、後者（消火剤）の高速充填が不
可能である一方、他方では完全に常圧で装置から高速放出が不可能であることである。こ
の装置は更に比較的複雑な形に構成され、消火目的の受け入れ水量に関する柔軟性が限ら
れている。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　従って本発明の目的は一方ではそれぞれの状況で柔軟に対応でき、他方では該装置に迅
速に充填できる装置を提供することである。
【０００４】
　この目的は、特に飛行中の航空機での液体の受け入れ又は放出用の装置であって、少な
くとも一つの継ぎ手軸（７）を介して少なくとも一つの収集タンク（８）と接続された少
なくとも一つのタンクコンテナ（６）を含む少なくとも２つのタンクモジュール（２）と
、前記収集タンク（８）を介して前記タンクモジュール（２）と接続可能であり、開放位
置で液体が前記タンクモジュール（２）から放出される閉鎖要素（９）を含む隔壁モジュ
ール（３）と、少なくとも一つの供給ライン（１０）を介して前記タンクモジュール（２
）に接続された充填モジュール（４）と、少なくとも一つの開口部（１４）を備え、航空
機から放出される液体を受け入れる受け入れ要素（１３）を含む巻き取り装置（１１）に
配設された注水管（１２）とを有し、前記収集タンク（８）は、相互に着脱可能に接続さ
れて前記タンクコンテナ（６）の下に配置されており、前記タンクコンテナ（６）は、前
記タンクモジュール（２）及び供給ライン（１０）を介して相互に接続されており、前記
タンクモジュール（２）のうち端に位置するタンクモジュール（２）は、当該タンクモジ
ュール（２）を密封する栓部材を備えている、装置を提案することで達成される。
【０００５】
　該発明の装置デザインがモジュール型の結果、複数のタンクモジュールを相互に接続す
るだけで非常に柔軟に既存量の液体に対処できる。更に充填モジュールの特定構造とその
上に配置の好ましくは少なくとも二重壁の受け入れ要素により、例えば水域上を飛行する
場合、大量の水が簡単且つ確実に受け入れられる。しかし、該発明による装置への充填は
静止モード、即ち航空機が地上にある場合でも実施できる。
【０００６】
　該発明による装置が受け入れる好ましい液体は消火活動用の水で、難燃物質や燃焼軽減
物質、灌漑用水、流動食、肥料、徐氷剤又は農薬であり、他の植物防疫剤を加えても良い
。後者（水以外の添加剤）は配置隔壁モジュールの供給点、例えば飛行方向から見て隔壁
背後から添加できる。
【０００７】
　該発明による装置は費用効率良く可変量の液体を受け入れ、再度迅速に放出できる。各
モジュール、特に複数のタンクモジュールを連結軸で接続することで、所望量の液体受け
入れで該発明装置の迅速な組み立てが保証される。これに関連して各モジュール、特にタ
ンクモジュールは互いに前後に配置できるだけでなく、代わりに回収タンク又はタンクコ
ンテナ、好ましくは回収タンクに配置した架橋要素を用いて平行配置のタンクモジュール
と接続することも可能である。これにより大きな架橋配列型タンクモジュールが形成でき
、後者（架橋配列型モジュール）は単一隔壁モジュール、一つの充填モジュール更には一
つの放出装置のみが必要になる。
【０００８】
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　このような該発明の架橋配列型置では、しかし該発明装置の充填放出を更に加速できる
ように、複数の隔壁モジュール、充填モジュール及び放出モジュールが提供できる。タン
クモジュールと相互接続する回収タンク又は隔壁モジュールにタンクモジュールを接続す
る回収タンクは、例えば接続手段として緩いシールや固定シール、更には好ましくは各モ
ジュールの接続がいつも確実に保証されるように栓要素を備えたフランジを含む。
【０００９】
　次いで前後に並んだ各列タンクモジュールの最終モジュールは、タンクモジュールのフ
ランジに取りつけた単一閉鎖要素を含むだけである。この場合、隣り合って平行に並ぶタ
ンクモジュールの連結軸間でフランジによるのと同じ方法で接続されるが、この場合は、
特にボールバルブ等のかみ合わせを備えても良い。
【００１０】
　好ましい実施形態では、好ましくは飛行方向に面するように隆起した切り込みとして設
計した受け入れ要素外壁に少なくとも一つの開口部を備える。これに関連してＶ型の切り
込みが実現できると、受け入れ要素関連部を隆起するだけで少なくとも十分な大きさの開
口部が形成できるので特に有利である。本発明の“隆起する”の意味は、切り込みが形成
する受け入れ要素関連部が受け入れ要素外面より高く隆起することを意味する。切り込み
が形成する少なくとも一つの開口部を飛行方向に面するように隆起することで、例えば湖
や海を横断飛行する航空機を用いて消防用水を受け入れる時、水を受け入れ要素で受け取
り、次いで該発明装置のタンクモジュールに供給される。
【００１１】
　受け入れ要素は、特に空気力学的又は海洋開発工学的に最適形状に設計しても良い。代
替え実施形態では、自身の駆動手段を備えても良く、好ましくは航空機速度と受け入れ要
素を同期させる。
【００１２】
　最も好ましくは充填モジュール又は隔壁モジュールは揚水装置からなり、これにより受
け入れ要素外壁と受け入れ要素の少なくとも一つの第一内壁間領域で受け入れた液体を、
揚水ラインが受け入れ要素内壁を形成する受け入れ要素の内部中央揚水ラインと、更には
注水管からタンクモジュールに注水する。これに関連して揚水装置は、例えば吸い上げポ
ンプとして設計しても良く、場所を取らないように充填モジュール内部で巻き取り装置に
一体化しても良く、或いは容易に接近できるように隔壁モジュールと一体化しても良い。
隔壁モジュールや充填モジュールも又更に自立エネルギー供給用に発電機等を含む。
【００１３】
　少なくとも受け入れ要素二重壁構造により受け入れ液体の乱れを減じ、流速が低下する
。好ましい実施形態では、二重構造デザインか複数内壁の受け入れ要素の場合、外壁と同
様に内壁の両者は開口部、例えばＶ型切り込みを含む。その結果、液体は受け入れ要素外
部から内部に流れ、又揚水ラインとも呼ばれる内部中央ラインを用いてタンクモジュール
に注水しても良い。この壁が穴あきであることにより、受け入れ液体の乱れや流速が低下
し、ポンプ送りが非常に効率よく実施できる。この場合内部ライン（揚水ライン）は好ま
しくは充填モジュール／注水管の反対側末端で閉じる。
【００１４】
　代わりに注水管反対側の受け入れ要素末端には少なくとも一つの開口部を備えた受け入
れ要素外壁と、好ましくは切り込みのない受け入れ要素の少なくとも一つの更なる内壁か
揚水ラインとの間に達した大量の液体を、先端領域、即ち注水管反対側の受け入れ要素末
端に集め、そこから注水管自身で形成しても良い内部ラインにより該発明装置のタンクモ
ジュールに送る。従って受け入れ要素先端領域では外壁はその中にある揚水ラインより長
い。受け入れ要素先端領域で水を集めることで、水を少なくとも一つの開口部から受け入
れ要素に流す場合より乱れが小さく、ポンプにより液体を遙かに効率よく一個のタンクモ
ジュールか複数のタンクモジュールに注水する受け入れ要素を設計するのが有利である。
【００１５】
　該発明装置へのこの充填過程で、好ましくは一つ又は複数の羽根を安定化目的で受け入
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れ要素外面に並べても良く、より好ましくは該受け入れ要素を取りつけ重しで重くしても
良い。最後に、更なる補助器具として鋼索が受け入れ要素又は注入管に平行に通して、鋼
索が枠組み構造と接続した場合、好ましく枠組み構造に配置した該発明装置のモジュール
に後者（受け入れ要素）を移して、空輸給水時の受け入れ要素の引張り応力を吸収しても
良い。
【００１６】
　このモジュールは原理的には特に複合材から製造する。
【００１７】
　代わりに、揚水装置は上端、即ち注水管反対側の受け入れ要素自身の末端に取りつけ、
その場合に特に充填モジュールに配置の吸い上げ揚水装置なしに済ますこともできる。こ
のようなデザインの受け入れ要素は、該発明装置が静止状態で充填する場合に特に有利で
ある。
【００１８】
　更なる代替え実施形態により、一重壁管状受け入れ要素は、例えば差し込みフィッティ
ングにより注入管と接続し、例えば充填モジュールに配置の揚水装置か受け入れ要素先端
領域に配置のポンプにより後者（受け入れ要素）液体に導入後、該発明装置のタンクモジ
ュールに液体を注入できる。
【００１９】
　更なる代替え実施形態では、受け入れ要素が少なくとも一個の回転体を含むように設計
しても良い。これに関連して回転体はディスクホイールとして設計しても良い。回転体は
好ましくは少なくとも二重壁で液体を受け入れる複数開口部を両側に備える。液体をこの
開口部から受け入れ継ぎ手要素により注入管に入る。
【００２０】
　これに関連して特に好ましい実施形態では、受け入れ要素は少なくとも二個の回転体を
含む。この場合、安定化目的で更に受け入れ要素は少なくとも一個か複数の羽根を含む。
更に回転体を支える土台本体は、後者（回転体）のように空気力学的又は海洋開発工学的
に最適形状に設計しても良い。
【００２１】
　注入管か充填モジュールの反対側の受け入れ要素末端に、特にそれと接続した安定化要
素か抵抗体を任意に備えても良い。これにより特に飛行中の充填時に受け入れ要素の水面
への衝撃を弱め、水面上を飛び越すのを防ぐ。更に安定化要素（重し付け）デザインによ
り、受け入れ要素での浸水深さに影響する。
【００２２】
　しかし、好ましくは、受け入れ要素は少なくとも二重壁で、より好ましくは正確には二
つの壁からなる。例えば受け入れ要素は差し込みフィッティングで注入管と接続しても良
いが、例えば一重壁ホース部として注入管上に引っ張りかぶせ、例えば締め付けひもによ
りしっかりとそこに固定しても良い。これにより更に二重壁構造の受け入れ要素と同じに
なる。
【００２３】
　二重壁デザイン、即ち中央揚水ライン壁の場合、少なくとも一つの開口部を備えた外壁
と最近接の内壁間に、好ましくはスペーサ手段を受け入れ手段として配置する。これらス
ペーサ手段は、つまみ、リブ、クモの巣等の形状を取ることができ、十分な液体がこの領
域で受け入れられるように各壁間の空洞を固定する働きをする。これに関連してスペーサ
手段は一種の逆ベンチュリノズル効果が起こるような形に設計し、その結果、流入水が中
央揚水ラインか注入管から充填モジュール方向にタンクモジュールへ移動する。
【００２４】
　特に合成材料、特に多分カーボンファイバーかガラス繊維強化ゴム様合成材料かゴムが
注水管か受け入れ手段材に使用できるが、コイル状にできるカーボンファイバー注入管か
軽金属構造も又使用できる。実質的に同じ材料から作った注水管と受け入れ要素はそれに
かかる圧力や他荷重、特に飛行中の充填工程中の引張り応力を吸収できるに十分な寸法安
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定性が必要である。
【００２５】
　必要により受け入れ要素への浸水角度を又修正するか又は方向安定化が得られるように
、例えば飛行中での充填に合わせて材料選択と壁数により空気抵抗に影響するように、注
水管又は受け入れ手段に異なる断面又は直径を与えても良い。少なくとも受け入れ要素外
壁形状を修正して、例えば外壁が円錐台形状をもつ場合後者（受け入れ要素）内での圧力
分布に影響できる。これにより結局充填工程でより高い効率が得られる。
【００２６】
　好ましくは、移動式放出装置を充填モジュールに面した隔壁モジュール側部に配置する
。必要により後者（充填モジュール）は、隔壁モジュールに配置の収集タンク部に対応す
る異なる大きさの排出口と注入口をもっても良い。おおよそ連結軸の大きさに一致する非
常に大きな排出口、例えば長方形開口部設備により非常に速い放出が可能になる。
【００２７】
　従って、タンクモジュール内の水柱が高い場合、可能な最大級の断面積を与えることで
生成高圧により該発明装置から非常に速く均一な放出が可能になる。
【００２８】
　放出装置は、又特に追加の出口弁、噴霧装置等を含んでも良く、これを用いて液体放出
が制御できる。放出装置は、好ましくは同時に巻きが解けた注水管や受け入れ要素の支持
部又は位置合わせとして働くか、後者（注水管）の巻き取りを促進しても良い。この目的
で好ましくは、放出装置は、タンクモジュールの連結軸断面と一致し、隔壁モジュールの
対応収集タンク部に合致する断面を有する。この場合、隔壁モジュールに面する側部に、
好ましくは継ぎ手、例えば蛇腹ジョイントを備えても良く、放出装置がその上に配置した
充填モジュールから遠ざかるように曲がることができる。
【００２９】
　記載の放出装置デザインにより、該発明装置から大量の液体全てが一度に放出でき、広
い幅領域で均一に分布できる。更に放出装置は、好ましくは全体の深さが放出液体流れ方
向で後者（放出装置）上に配置の充填モジュール全体の深さより大きいように設計する。
次いで、放出装置は、好ましくはその上に固定した注入管か受け入れ要素の巻き解きと巻
き取りを支えても良い。これに関連して、更に充填モジュールに面した放出装置側部に、
特にＶ型の誘導要素を横方向に備えるように注水管か受け入れ要素の誘導を改良し、注水
管か受け入れ要素誘導部を充填モジュールに面した放出装置側部と芯合わせすることもで
きる。
【００３０】
　好ましくは、タンクモジュールは、例えば運搬時にネジ蓋を用いて閉じ、放出時に再度
開けられる頂点領域にある通気口システムを含む。これにより、特に該発明装置に充填放
出するときに圧力補正ができる。弁は別にして制御装置にこれら通気口を備え、タンクコ
ンテナにかかる圧力機能としてタンクコンテナ内部への給気を制御する、タンクコンテナ
自身は、好ましくは横揺れ防止タンク型に設計し、これに関連して特に安定化目的でその
内部に配置の固定要素、特に隔壁を備える。これらはタンクコンテナ縦方向に該タンクコ
ンテナ内に垂直に配置しても良いが、これに関連して、特にクモの巣又は壁要素や隔壁の
形を取っても良い。これにより、航空機の横揺れや上下運動時に受け入れ液体の移動を弱
める。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３１】
　図１は、参考番号１で全体を表した、特に飛行中に液体を航空機に受け入れ、そこから
液体を放出しようとする本発明装置を示す。
【００３２】
　後者（装置）は、三つのタンクモジュール２、更には隔壁モジュール３及び充填モジュ
ール４からなる。これに関連して、該モジュールは、供給ライン１０．１、１０．２及び
１０．３で相互連結され、それを通して受け入れ要素１３と注水管１２を用いて受け入れ
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た液体を、タンクコンテナ６頂点領域に配置の供給管２４によりタンクモジュール２のタ
ンクコンテナ６に移送する。
【００３３】
　タンクモジュール２は、ドーム軸７によりタンクコンテナ６と連絡する収集タンク８を
含む。これに関連して、タンクコンテナ６は、特に横揺れ防止タンク型に設計しても良い
。三個のタンクモジュール２からなるシステムは、連絡パイプシステムと考えても良い。
例えば供給管２４を隔壁モジュール３に最近接配置のタンクモジュール２上にだけ備える
一方、更なるタンクモジュール２の他タンクコンテナ６は、連絡パイプシステムにより同
様に液体を充填する。隣接タンクモジュール２自身間の連結領域に、収集タンク８と関わ
る後者（収集タンク）を閉じる閉鎖要素を任意に備えても良い。隔壁モジュール３も又各
タンクモジュール２の間に配置しても良い。
【００３４】
　充填モジュール４から見て遠ざかる方向の該発明装置１末端にある最終タンクモジュー
ル２の収集タンク８は、この装置から液体流出を防ぐように連結軸８のオープンフランジ
に取りつけた覆い要素により封止する。更に、図１に示す該発明装置の三つのタンクモジ
ュール２は別にして、更にタンクモジュールを後者のいずれかの側に備えても良く、この
場合には、更なる該タンクモジュールはここには示さないが、収集タンク８又はタンクコ
ンテナ６により同様に適合して相互連結した、例えばボールバルブを含む接続ラインで相
互連結する。航空機のタイプによるが、これにより、既存の大きさを考慮に入れた大表面
タンクモジュール２の配置が可能になる。重畳型タンクモジュールも同様に考えられる。
しかし、この場合は各収集タンク８又はタンクコンテナ６は、より複雑な接合部を備える
必要がある。
【００３５】
　隔壁モジュール３は、滑り形状を取りリフトシリンダーにより操作できる閉鎖要素９を
含む。図１に、閉鎖位置にある閉鎖要素９を示す。後者（閉鎖要素）が開いた時に、タン
クモジュール２内の液体は、放出装置２０を用いて装置１から放出でき、後者（放出装置
）は、隔壁モジュール３軸部３により閉鎖要素とかみ合うその中心と接続する。
【００３６】
　隔壁モジュール３に隣接の充填モジュール４が示され、巻き上げ装置により注水管１２
に巻いたり解きほぐしたりできるウインチとして働く巻き上げ装置１１を含む。充填モジ
ュール４の反対末端に注水管１２が、特に又飛行中に液体を受け入れる働きをする受け入
れ要素１３を有する。受け入れ液体は、供給ライン１０．３と同様に更なる供給ライン部
１０．２と１０．１によりタンクモジュール２に移送する。放出装置２０を充填モジュー
ル４下に充填モジュール４を越えて縦方向に伸びるように配置し、装置１充填時に受け入
れ要素１３を用いて巻き上げ装置１１が注水管１２を巻いたり解きほぐすのを支える。
【００３７】
　全モジュール２、３及び４は管状枠組み構造５．１、５．２及び５．３に配置し、各モ
ジュールに最適の柔軟性と場所を取らない配置を保証する。更にこれにより各モジュール
が互いに正確な位置合わせが保証される。
【００３８】
　図２に、単一タンクモジュール２の詳細を示す。
【００３９】
　後者（タンクモジュール）は、ドーム軸７により収集タンク８と接続したタンクコンテ
ナ６を含む。収集タンク８は、その一端に更に栓要素を受け入れる切り込みを含むフラン
ジ２５を含む。このフランジ２５反対側の収集タンク８末端に、隣接タンクモジュール２
のフランジ２５とかみ合うか、タンクモジュール２が列の最後の場合には適切な封鎖用覆
いを備えた相当する栓要素２６を含むフランジを同様に備える。他モジュールとの接続は
この形か同様に類似形に設計できる。
【００４０】
　枠組み構造５．１内のタンクモジュール２は、供給ライン１０．１を含み、該供給ライ
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ン両端に配置のフランジにより、隣接タンクモジュールか隔壁モジュールにしっかりと接
続できる。タンクモジュール２が列の最後となる場合には、受け取り液体の漏れを確実に
防ぐために、再度フランジカバーにより相応フランジ２３を封止しても良い。タンクコン
テナ６頂点領域に配置の供給管２４を用いて、液体を供給ライン１０．１からタンクコン
テナ６に移送する。タンクコンテナ６での液体充填時と放出過程両者で通気口２２により
圧力補正が行われる。
【００４１】
　図３に、軸部が閉鎖要素９、即ち滑り要素とかみ合った管状枠組み構造５．２に配置の
軸部３０を含む隔壁モジュール３を詳しく示す。
【００４２】
　閉鎖要素９は、棒要素２９．１と２９．２によりリフトシリンダー２８．１と２８．２
と接続し、リフトシリンダーは、次いで駆動手段２７と接続する。この駆動手段２７が作
動すると、閉鎖要素９が次いで開放位置と閉鎖位置の間で制御できる。
【００４３】
　図３に、閉鎖位置にある閉鎖要素９付きの隔壁モジュール３を示す。
【００４４】
　フランジ３０．１と３０．２（３１．１と３１．２）を用いて、隔壁モジュール３を一
方で放出装置２０と、他方でタンクモジュール２と連結できる。更に、隔壁モジュール３
は、吸い上げポンプとして働いて受け入れ要素１３を用いて受け入れた液体をタンクモジ
ュールに注ぎ込む揚水装置３４を含む。
【００４５】
　図４に、注水管１２を巻いたり解きほぐしたりできる巻き上げ装置１１付きの充填モジ
ュール４を示す。
【００４６】
　図面では暗示しただけの差し込みフィッティング３３を用いて接続した巻き上げ装置１
１の反対端に、この注水管１２が複数のＶ型切り込みと、これにより形成した開口部１４
を含む受け入れ要素１３を含む。該受け入れ要素は、巻き上げ装置１１の反対端に閉鎖手
段３２を含む。ここには示さないが、揚水装置が巻き上げ装置１１内部に備わる。充填モ
ジュール４は、同様に管状枠組み構造５．３を有する。受け入れ要素１３と注水管１２に
より受け入れた液体は、最後に供給ライン１０．３により充填モジュール４から、ここに
は詳細には示していないフランジ２３を通り、隔壁モジュール３を通ってタンクモジュー
ル２に送る。
【００４７】
　図５に、受け入れ要素１３の図４のＡ―Ａ切断に沿った断面図を示す。
【００４８】
　内壁３４を含む中央揚水ライン１８と複数開口部１４を含む外壁１５を含む受け入れ要
素１３の二重壁構造が、ここに示されていることが明白に分かる。受け入れ要素１３外壁
と中央揚水ライン１８間に、この場合はクモの巣部設計の複数のスペーサ手段１９により
自由が保持されるように規定した領域１７を形成し、開口部１４によりこの領域１７で受
け入れた液体を最後に中央揚水ライン１８によりこの装置に送ることができる。
【００４９】
　図１乃至図５に示した実施形態の受け入れ要素１３により、特に航空機を用いて飛行中
にこの装置１を充填できる。この場合、例えば航空機の投入ハッチを開いた後に、受け入
れ要素１３付き注水管１２を受け入れ要素１３が水と接触するまで、例えば巻き上げ装置
１１により海上で下げる。これに関連して、仮想飛行速度が約２００ｋｍ／ｈ、飛行高度
が水面上１５乃至２０ｍで、注水管１２と受け入れ要素１３はその重量と空気力学に関し
て最適に構成する。これに関連して、注水管の水との接地角度は、好ましくは約３５度乃
至６０度の範囲、より好ましくは４０度乃至５０度の範囲で選ぶ。この場合、受け入れ要
素１３は液体、即ち水を図１と図４に矢印で示すように、即ち、受け入れ要素１３が水面
下に誘導されるか、水面で停止するか、水面に激突するかにかかわらず、飛行方向１６に
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面して隆起した少なくとも一つの開口部１４から受け入れる。
【００５０】
　従って、水は少なくとも一つの開口部１４から外壁１５と内壁３４付き中央揚水ライン
１８間の領域１７に流れ込む。受け入れ要素１３は、その先端領域で閉鎖手段３２により
閉鎖する一方、他方では、中央揚水ライン１８は、受け入れ要素１３内で閉鎖要素３２と
明白に間隔の開く関係で終わるように設計し、受け入れ要素１３領域１７に位置する液体
は、受け入れ要素１３先端領域に集まり、中央揚水ライン１８から装置１に送ることがで
きる。従って中央揚水ライン１８は、受け入れ要素１３外壁１５より短い。
【００５１】
　巻き上げ装置１１内の充填モジュール４に配置の吸い上げポンプ装置により吸い上げた
水は、供給ライン１０．３と１０．２、最後に１０．１を通り、供給管２４によりタンク
モジュール２の各タンクコンテナ６に入る。後者（タンク容器）は、形成した連絡パイプ
システムの結果均一に充填される。空気は、充填過程中に流出するか、空気が装置１の放
出過程中にそれぞれ流入することで、特に弁として設計し更にタンクコンテナ６内部でセ
ンサー的に決めた圧力関数として制御するように構成した通気口２４により圧力補正が行
われる。詳細には示していないが、タンクモジュール２のタンクコンテナ６に備えた充填
指示器を用いて、タンクモジュール２が完全に充填されたか否かを自動的にさえ確定でき
、直ぐに揚水工程を停止し、次いで、注水管１２は、受け入れ要素１３と一緒に後者（巻
き上げ装置）により巻き上げ装置１１に巻く。
【００５２】
　液体特に水を受け入れると、後者（水）は、次いで航空機により目的地域に移し、積み
込みハッチを開け、任意にはその適用に合った適切長さの放出装置２０をフランジを用い
て隔壁モジュール側部３に取りつけた後に、駆動手段２７により閉鎖要素９を開け、受け
入れ液体を放出装置２０により装置１から抜き取り、目的地域上に放出できる。
【００５３】
　勿論液体を地上で装置１に充填して受け入れることもでき、この場合は、簡単なホース
部が受け入れ要素１３として備えても良い。次いで、揚水装置を代わりに注水管１２反対
側の受け入れ手段１３末端に配置しても良い。
【００５４】
　噴霧を用いて消火する場合には、例えば、放出装置２０に適切な流出口を取りつけても
良い。更に必要性と用途により、添加物、例えば消火添加物、農薬、肥料などを各コンテ
ナの通気口２２や追加の供給口から液体に加えても良い。
【００５５】
　図６と図７に、受け入れ要素１３の代替え実施形態を示す。
【００５６】
　この場合、受け入れ要素１３は、複数の開口部１４を含む二重壁円板で構成した二つの
回転体３５．１と３５．２からなる。回転体３５．１と３５．２は、羽根様要素３６．１
と３６．２を縦側部に安定化目的で備えた土台部３７上に支えられる。受け入れ要素１３
は、継ぎ手部材３８により注水管１２（ここには図示していない）と接続できる。液体は
、回転体３５．１と３５．２の複数開口部１４から受け入れ、連結部材３９により注水管
１２を通って、ここに図示していない充填モジュールに移送される。これに関連して、図
６に示す受け入れ要素は、更に航空機速度と同期した自身の駆動手段を含んでも良い。こ
の場合、二つの回転体３５．１と３５．２は、同様に積極的に推進される。
【００５７】
　好ましくは、航空機速度と同期した受け入れ要素１３の駆動手段により水抵抗に打ち勝
てるか、それぞれ受け入れ要素１３が液体、特に水内か水上に安定に誘導され且つ液体を
後者（受け入れ要素）により受け入れる利点が与えられる。
【００５８】
　図７に、図６に示した受け入れ要素１３の代替え実施形態を示し、ディスクホイール３
５．２の断面図を示す。
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【００５９】
　ここで、放射状に伸びた開口部１４がその内側にある溝４１により相互接続しているこ
とが分かる。ディスクホイール３５．２内面のこの構造により、特に該ディスクホイール
に能動的駆動手段が備わると、大量の液体をこの装置１に有効に輸送できる。
【００６０】
　従って、本発明により非常に柔軟性のある装置が提供され、これを用いて液体が地上と
同様に、飛行中に迅速に繰り返し受け入れ放出ができる。
【図面の簡単な説明】
【００６１】
　本発明のこれらや他の利点が該発明の具体例を表す以下の図面を用いてより詳細に明ら
かにする。図を以下に示す。
【図１】該発明装置の概略透視図である。
【図２】タンクモジュールの透視図である。
【図３】隔壁モジュールの透視図である。
【図４】充填モジュールの透視図である。
【図５】受け入れ要素の図４でのA―A断面に沿った断面図である。
【図６】受け入れ要素の代替え実施形態である。
【図７】図６実施形態の断面図である。

【図１】 【図２】



(11) JP 4734330 B2 2011.7.27

【図３】 【図４】

【図５】 【図６】



(12) JP 4734330 B2 2011.7.27

【図７】



(13) JP 4734330 B2 2011.7.27

フロントページの続き

(56)参考文献  国際公開第０２／０２４５２９（ＷＯ，Ａ１）
              米国特許第０４９７９５７１（ＵＳ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              B64D   1/00
              B64D   1/16


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

